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要旨 
 
わが国の高齢化は急速に進み、看護教育においても高齢者の全体像を理解し看護実践に向けた知識の充実を必要
とされている。しかし、学生たちは核家族化を背景に、日常生活の上で高齢者とコミュニケーションをとることが
極めて少なく、年齢差の大きな高齢者との世代間の違いにギャップを感じる事が多い。今回、本学の看護学科 2
年生が履修する老年看護援助論Ⅰの授業の一環で、104歳になられた聖路加看護大学の日野原重明先生による講演
を聴講する機会を得、レポート課題を検討した。その結果、今後の学習課題と学生の高齢者理解の実態と変化を見
いだすことが出来たので報告する。 
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1．はじめに 
本学の看護学科 2 年生が履修する老年看護援助論Ⅰでは、学修目標を「老年期における健康障
害のある対象者の特徴を理解し、在宅や保健医療施設と連携した看護を学ぶ。対象者やその家族
とのコミュニケーションおよび関係の成立について理解し、あらゆる健康レベルに応じた看護の
在り方を学ぶ。」としている。このたび、その授業の一環として 104歳を迎えた聖路加看護大学の
日野原重明先生による講演を聞く機会があり、レポートを提出する課題を設けた。レポートのテ
ーマは講演を聴講して、自身が学んだことや感想についてとした。提出されたレポートを検討す
ることで学生の高齢者理解と今後の学修課題を見い出すことが出来たので報告する。 
 
2．講演会の概要 
2015年 12月 12日の午後より、大阪の御堂会館で、新老人の会大阪支部主催による大阪支部フ
ォーラム「日野原重明先生 104 歳 夢を実現しよう」が開催された。プログラムの内容は以下の
通りであった。 
 
① オープニング コーラス マーガレット 
② 開会あいさつ 
③ 来賓あいさつ 
④ 活動報告 
⑤ 日野原重明先生 講演 「夢を実現しよう、いのちをまもり、平和を築く」 
⑥ 吉田 修先生 講演 「人生の第 4楽章」 
⑦ アトラクション 和太鼓演奏 
⑧ 閉会あいさつ 
⑨ 会場の全員で「ふるさと」合唱 
 
2015 年 10 月で 104 歳を迎えた日野原先生はピンクのジャケットとネクタイという鮮やかな姿
で登場し、会場は拍手喝采となった。新横浜から車椅子での来阪であったが、講演では日野原先
生が杖をつきながらもご自身でステージ中央まで歩き、「こんなに元気です。」とアピールすると
会場から拍手が起こった。講演の内容は「我々はどこから来たのか。我々は何者か。我々はどこ
へ行くのか。」であった。これは日野原先生が「よど号ハイジャック事件」に遭遇、無事に生還し
た事件を発端とし、その際に自分の命の意味を考え「私に与えられたこれからの人生を誰かのた
めに捧げよう」と決心し、それ以後は日野原先生は何事も勇気を持って様々な行動を実行してい
る。また、ソクラテスが述べた「ただ生きることだけでなく、よく生きる」ことが大切であるこ
とを基に、日野原先生が考えた「よく生きるための 4 つの提言」について説明がされた。内容は
以下である。 
① 出会いから学ぶ 人との出会いによってこそ新しい運命が始まる  
② 生き方を変える 人は生き方を変えることができる  
③ 老いを創
はじ
める 創
はじ
めるということを忘れない  
④ 自分の運命をデザインする 自分の運命は自分で作っていける  
さらに、日野原先生は 2003年から 2015年 10月まで、227の小中学校で「いのちの授業」を実
施しており、「大阪から世界へ平和を発信！」と提言している。また、「私の夢をどうして実現す
るか」を日々考えていると述べられた。 
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3．学生レポートの内容について 
看護学科 2年生 89名のレポートを以下のようにまとめることができた。この報告については事
前に学生へ匿名性を保つことと成績には反映されないことを説明し、同意を得た。 
 
1) 日野原先生について考えたこと 
学生たちの感想で最も多かったのは、104 歳という年齢を感じさせない日野原先生の姿につい
ての驚きであった。「杖をつかずに歩かれ、原稿も読まずにスライドを見ながらお話しされること
に驚いた」、「104 歳であるのにたくさんの事に挑戦され、様々なことを経験されている」などが
述べられた。また、「日野原先生の元気な姿は、周囲の高齢者に対して「私もまだまだ出来る」と
いうような健康的で健全な影響を与えるのではないかと思った。私たち若年者には「年をとって
もあのように元気でいたい」と考えさせるような力強さがあった。」や「大勢の人が日野原先生を
慕い、尊敬していると感じた」と人柄について述べているものもあった。 
 
表 1 日野原先生について考えたこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2) 講演内容から考えたこと 
 講演の内容として「出会いから学ぶ」「生き方を変える」「老いを創める」「自分の運命をデザイ
ンする」があった。その中でも「老いを創める」について「年を重ねることを新たなスタートと
考えることで、様々なことに挑戦する」や「誰にでも訪れる老いに対してマイナスなイメージで
はなく素晴らしいことだと考える」など高齢期を前向きに捉えるものが述べられた。 
 日野原先生が強く語られていた「命の使い方」：「自分の持つ時間を人のために捧げることを決
心して、実行する」については以下の感想が述べられた。「自分の限られた時間を人のために使う
という考えは、看護師を目指す私たちも覚悟して取り組まなくてはいけない」や「看護師は職業
ではあるが、人のために働くので少しは自分の時間を捧げることになるのではないか」、「自分の
持つ時間を人のために捧げることを決心し、勇気をもって実行することが大切である。これが行
動力につながり勇気が必要である。これは授業で学んだ「自己効力感」に関係すると考えた」な
どがあり、学生なりにこれから目指す職業に対する重みを感じているようであった。 
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表 2 講演内容から考えたこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3）高齢者像を考える 
 学生たちは日野原先生の講演からだけで無く、会場に参加していた高齢者の方々からも様々な
思いを感じていた。参加している高齢者については「今回の講演会に参加されていた方々の雰囲
気がとても穏やかであった」。「実りある第 3 の人生を送りたい」と願われていた。皆さん生き生
きとされていた」や「会場の中の高齢者の方たちの表情が豊かで、生き生きとしておられたこと
が衝撃的であった。生きがいを見い出している高齢者の方は、そうでない方にくらべ元気と若さ
も違うということが発見できた」などが述べられた。この講演に参加しているすべての高齢者に
ついて「日野原先生をはじめとする人たちは、私たち以上に今を楽しんで、生きていることに感
謝しているように見えた。そのようにどれだけ歳をとっても今を大切にして楽しめる老人になり
たいと思った。」などがあった。また、生きがいについて「人は年をとっても、感じ、考え、行動
している限り、元気に生き続けることが出来るのだと感じた。長く健康でいるには自分のやりた
いことを持ち、そのために行動をおこすことが大切だと考える」と述べていた。さらに高齢者像
の変化については「今までの講義を通して持っていた、高齢者に対してのイメージが少し変わっ
た。どのように生活するか、意識するかで、人それぞれ、老いの形は違うのだなと感じた。」や「私
はどんどん年をとっていくのが嫌だなと思っていたけど、今回の講演を聞き、歳を重ねるにつれ
てたくさんの事を経験し、出会ったひとにより生き方や考え方も変わり成長していくのだと考え
ると年をとるのも悪くないなと思い始めた」などといった、前向きな変化が述べられた。 
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表 3 高齢者像を考える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4）今後を考える 
 講演の感想にはこれから目指すべき看護師像などの自身の今後を考える記述が多くあった。「看
護師になるために」については「看護師になる上で自分のしっかりした気持ちを持ち人に頼られ
るような看護師になりたい」や「今回の学びを忘れずに今後も学習に努めたい」があった。「目指
したい高齢者看護」としては「高齢者の健康面、精神面でのサポートも看護師としてできること
であると感じた」「講演会で学んだことを生かし、少しでも高齢者の感じている不安や恐怖を取り
除くことが出来る。介護問題や孤立死などたくさんの問題があるが、自分らしくよりよく生きる
ことへ挑戦することは難しいが、高齢者が笑う明るい日本になってほしい。」「講演会をとうして
感じたことを地域で共有し、積極的に高齢者が生き生きとした生活を送れるような取組を考えた
い」などがあった。 
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表 4 今後を考える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．考察 
わが国の高齢化は急速に進み、看護教育においても 1990年のカリキュラム改訂では成人看護学
の一部に位置付けられていた老人看護学が独立し、1996年には「老年看護学」という学問として
の視点を確立した。高齢者の全体像を理解し看護実践に向けた知識の充実を必要とされている 1)。
しかし、一般的な学生たちは、核家族化を背景に日常生活の上で高齢者と触れ合う事は極めて少
ないため、年齢差の大きな高齢者との世代間の違いにギャップを感じる事が多い。看護学生を対
象に高齢者のイメージを分析した研究では、高齢者に対して加齢による身体の変化に伴うネガテ
ィブなイメージを持つと報告されている 2)。 
今回の講演を聴講した感想の中には、104歳という高齢である日野原先生の姿から、「老年期に
おける人たちは人生において受け身になっている印象が強かったが、日野原先生は真逆で、まる
で青年のように生きているように感じられた」というようなネガティブなイメージを払拭された
というものがあった。さらに、「会場の中の高齢者の方たちの表情が豊かで、生き生きとしておら
れたことが衝撃的であった。生きがいを見い出している高齢者の方は、そうでない方にくらべ元
気と若さも違うということが発見できた」といった講演に参加していた高齢者の姿から人生を前
向きに生きようとする意識を感じているというものもあった。「私はどんどん年をとっていくのが
嫌だなと思っていたけど、今回の講演を聞き、歳を重ねるにつれてたくさんの事を経験し、出会
ったひとにより生き方や考え方も変わり成長していくのだと考えると年をとるのも悪くないなと
思い始めた」といった自身の加齢に対する不安への変化が述べられていた。「高齢者の健康面、精
神面でのサポートも看護師としてできることであると感じた」という意見では、これから学び実
践していく高齢者看護へ抱負についても言及していた。これらの感想は、樋田ら 3)が健康高齢者
との関わりにより高齢者のイメージが肯定的なものに変化したとの報告や、張ら 4)が看護学生の
元気高齢者による講義を聴講後の感想を分析した中で、「高齢者へのマイナスイメージの払拭」「理
想の高齢者像の描写」「老後不安の軽減と生き方への示唆」「多様な高齢者の理解と看護への抱負
の表出」といったカテゴリーとほぼ合致しており、同様の特徴を持つことが明らかとなった。し
たがって、今回の講演の聴講は、健康で元気な高齢者の理解を進めるうえである一定の効果を得
ることが出来たと考えられる。今後は、教科書を中心とした知識のみを学ぶだけでなく、今回の
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ような元気高齢者の生の声を聴くことができる講義を取り入れ、より深い高齢者理解を目指す必
要性があると考えられる。 
日野原先生の講演内容であった「人生をいかに生きていくべきか」という問いかけに対し、学
生達は「自分の限られた時間を人のために使うという考えは、看護師を目指す私たちも覚悟して
取り組まなくてはいけない」や「人は生き方を自分で変えられることを忘れなければどんなに辛
いことがあっても乗り越えられる」などと述べているように、看護師を目指す者としてだけでな
く人間として生きるための指針を考えようとしている姿が理解できる。今回の講演会は、学生た
ちが医療職を目指す者としての自覚を再確認し、今後の学修への動機付けが可能となった良い機
会であったと考えられる。 
 
5．結論 
 学生達は日野原先生の考えに触れることで人生やいきがいについて様々な思いを抱いていた。
また、講演会に参加した高齢者の姿からは、経験を重ねた上で生きがいを持っていることを知り、
老いをネガティブなものとせず、ポジティブなイメージを持つことに繋がっていた。さらに、こ
れから看護師を目指す者として、高齢者看護のありようについても考える姿勢を伺うことが出来
た。このような講演会に参加する事は、学内の講義といった知識だけの学びではなく、高齢者の
方々と直接触れあうことで、より深い学びを得る機会となることから、今後も取り入れる必要が
あると考えられる。 
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